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9．甲殻類 

【選定・評価方法の概要】

甲殻類は、磯や干潟、砂浜から暗黒、低温、高圧の深海まで海中のあらゆる環境に生息

し、また、河川から湖沼、陸上へと進出している動物群である。顕微鏡サイズのミジンコ

の仲間から節足動物中最大のタカアシガニまで、大小も形態も生態も著しく変化に富んで

いる。中でも、十脚甲殻類としてまとめられるエビ類、ヤドカリ類、カニ類は比較的大型

で、身近な動物としてよく知られており、水産資源として重要な種も含まれているほか、

魚類や鳥類の餌として重要である。

今回、評価対象としたのは十脚甲殻類のみである。ミジンコ類など微小なプランクトン

や湿地性のワラジムシ類なども水質や環境を知るためには重要な指標となること、また、

生息環境が埋め立てや宅地化により失われつつあることは事実であるが、分布記録が少な

いこと、小型で肉眼による観察や同定（種名の決定）が困難であることなどの理由で評価

対象から除外した。

十脚甲殻類の生態分布に関しては一般に海水性、汽水性、純淡水性、半陸生性、両側回

遊性に分けられるが、必ずしも厳密に区別できるものではない。今回は海水性の種以外を

評価対象としたが、汽水域で記録されたことが事実であっても、種によっては、その生態、

河口域の状況、潮汐の影響などを考慮して本来の生息地を判断し、評価対象外とした。

2011 年から現在まで、東京都（区部、多摩地域）から記録された汽水産、淡水産の十脚

甲殻類は、エビ類 16 種、ヤドカリ類 6 種、カニ類 24 種である。このうち、クルマエビ類

やエビジャコ類、ワタリガニ類などの幼若個体が多摩川や荒川など大型河川の汽水域で相

当数採集されるが、海水の干満に応じて遊泳移動するためであり、本来の生息地は数～十

数メートルの海底であるので評価対象外とした。さらに、前回「良好な環境の指標」とい

う理由で留意種としたケフサイソガニは、生息個体数も比較的多く、今回の改定で見直さ

れた留意種の選定理由には当てはまらなかったため対象外とした。結局、評価対象として

エビ類 9 種、ヤドカリ類 1 種、カニ類 12 種を選出した。 
近年は、環境問題に関する意識の高まりとともに、公共団体が支援する生物相調査が各

地で行われるようになり、結果は「報告書」として蓄積されている。「報告書」からは種ご

との個体数や生息地の経年的増減などを知ることはできないが、種の存否は環境を知るた

めの重要な情報である。十分に公表、活用される機会が少ないが、今回は、「報告書」の情

報を基礎として定性的評価を行った。

【選定・評価結果の概要】

掲載種 22 種について、すべての種において、過去と現在の個体数の増減を明確に示す

ことはできないが、ウモレベンケイガニなど東京湾が分布の北限域である種やハサミシャ

コエビやニホンスナモグリなど穴居するために採集調査が不十分である種などにおいては、

過去も現在も記録が著しく少ない。総合的検討の結果、現在では全てほとんどの種におい
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て問題のない個体数が維持されていると判断されたが、一部の汽水性エビ類や軟泥底にす

むヤマトオサガニ、清流にすむサワガニなどの個体数は減少傾向にあり、また、ヨシ原に

固有のアシハラガニなどの個体数も生息地の盛衰と連動している。移動性の少ない十脚甲

殻類の増減は水質と底質に大きく影響を受ける。東京都においては、十脚甲殻類の生息に

適した沿岸環境が少ないこともあり、下記の理由により、注目すべき種を「留意種」に指

定した。

海と陸が隔てられた短い海岸線、大都会を流れている河川、宅地化が進む北多摩と南多

摩、自然が残る西多摩と、東京都は明らかに異なる環境を有している。汽水域から淡水域

まで遡上するクロベンケイガニ、多摩地域の渓流に生息するサワガニ、大型河川の中流域

に生息するテナガエビなどの例を見るまでもなく、十脚甲殻類の特定の種が東京都全域に

分布することはなく、希少種や特定の環境を必要とする種は減少し比較的環境変化に強い

種が生息しているのが現状であると判断される。結果として、現在生息している種の増減

こそが、水域環境の直接的指標になると考えられる。

好ましい状態で保全されている葛西海浜公園の東なぎさにおいて、生息が予測されるエ

ビ類、ヤドカリ類、カニ類を確認することができた。東京都の沿岸域においてはヨシ原の

軟泥地は限られている。一時はほとんど見られなかったコメツキガニなどもいわゆる人工

干潟に戻ってきている。この公園が今後どのような経過をたどるか予測できないが、環境

をありのままに守ることができれば、十脚甲殻類の種数と個体数は維持されると考えられ

る。

生息地を奪われるという難局に直面しているのが、多摩地域におけるサワガニとスジエ

ビである。多摩丘陵各地の小規模な湧水地に生息しているサワガニは丘陵地さえ削る宅地

化により、生息地を奪われて激減しているが、スジエビは各地公園内の池で守られている

のが現状である。

近年は、相模湾や房総半島において南方系のサンゴ類や無脊椎動物の定着が見られるよ

うになり、温暖化の影響が考えられる。カニ類においても同様な例があるが、東京湾にお

いては、東京湾が分布の北限という種以外に、新たに記録された南方系の種は見られない。

むしろ、2004 年に東京湾で採集されたチュウゴクモクズガニの増殖によって、生態的に競

合するモクズガニの減少が危惧される。かつては南多摩で普通に見られたとのことである

が、一時の河川の汚染により減少し、現在は新たに外来種の脅威にさらされている。

浮遊幼生が他海域から補給される海産甲殻類に比べて、淡水域や汽水域に生息する甲殻

類は水質や底質の状況に応じて個体数は増減し、あるいは宅地造成などによって生息地が

失われて絶滅する。留意種だけではなく、その他のエビ類やカニ類の存在も水生生物と環

境の多様性維持のために必要である。

［引用文献］

平成 29 年度 葛西海浜公園自然環境調査委託報告書．株式会社建設技術研究所 
平成 30 年度 葛西海浜公園ほか１公園自然環境調査委託報告書．新日本環境調査株式会社 
平成 30 年度 都立公園池水質改善事業完了報告書．公益財団法人東京都公園協会 

（武田 正倫）
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甲殻類（本土部） 

【記号凡例】

［EX］絶滅 ［EW］野生絶滅 ［CR］絶滅危惧ⅠA 類 ［EN］絶滅危惧ⅠB 類 
［CR+EN］絶滅危惧Ⅰ類 ［VU］絶滅危惧Ⅱ類 ［NT］準絶滅危惧 ［DD］情報不足 
［＊］留意種（選定理由①～⑥は P.11 参照） ［○］ランク外   ［－］データ無し  ［・］非分布

和名、学名、配列は「三宅貞祥, 1983. 原色日本大型甲殻類図鑑. 保育社」、「Ng, P.K.L., D. 
Guinot ＆ P.J.F. Davie, 2008. Systema Brachyurorum:PartⅠ. An Annotated Checklist of 
Extant Brachyuran Crabs of the World. Raffles Bull. Zool., Suppl. (17), 286 pp.」、「酒井恒， 
1976. 日本産蟹類. 講談社」に準拠した。 

区部 北多摩 南多摩 西多摩 本土部

エビ目（十脚目） DECAPODA

テナガエビ科 Palaemonidae

シラタエビ Palaemon orientis DD ・ ・ ・ DD

スジエビ Palaemon paucidens ＊①②③ ＊①②③ ＊①②③ ＊①②③ ＊①②③

ユビナガスジエビ Palaemon macrodactylus DD ・ ・ ・ DD

テナガエビ Macrobrachium nipponense ＊①② ＊①② － － ＊①②

ヌマエビ科 Atyidae

ヌカエビ Paratya improvisa ＊①②③ ＊①②③ ＊①②③ ＊①②③ ＊①②③

エビジャコ科 Crangonidae

ウリタエビジャコ Crangon uritai DD ・ ・ ・ DD

ハサミシャコエビ科 Laomediidae

ハサミシャコエビ Laomedia astacina DD ・ ・ ・ DD

スナモグリ科 Callianassidae

ニホンスナモグリ Nihonotripea japonica DD ・ ・ ・ DD

アナジャコ科 Upogebiidae

アナジャコ Upogebia major DD ・ ・ ・ DD

ホンヤドカリ科 Paguridae

ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus DD ・ ・ ・ DD

サワガニ科 Potamidae

サワガニ Geothelphusa dehaani ＊①② ＊①② ＊①② ＊①② ＊①②

オサガニ科 Macrophthalmidae

ヤマトオサガニ Macrophthalmus japonicus ＊① ・ ・ ・ ＊①

オサガニ Macrophthalmus abbreviatus DD ・ ・ ・ DD

コメツキガニ科 Dotillidae

チゴガニ Ilyoplax pusilla ＊① ・ ・ ・ ＊①

コメツキガニ Scopimera globosa ＊① ・ ・ ・ ＊①

モクズガニ科 Varunidae

モクズガニ Eriocheir japonicus ＊①②④ ＊①②④ ＊①②④ － ＊①②④

ベンケイガニ科 Sesarmidae

アカテガニ Chiromantes haematocheir ＊①② ・ ・ ・ ＊①②

ウモレベンケイガニ Clistocoeloma sinense DD ・ ・ ・ DD

クロベンケイガニ Chiromantes dehaani ＊①② ・ ・ ・ ＊①②

ベンケイガニ Sesarmops intermedia ＊①② ・ ・ ・ ＊①② 1

カクベンケイガニ Parasesarma pictum DD ・ ・ ・ DD

アシハラガニ Helice tridens ＊①② ・ ・ ・ ＊①②

備考
東京都ランク 環境省

ランク
2020

和名 学名
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【備考】 
1：最近の研究結果に従って学名を変更した。前回記載の学名は Sesarmops intermedius である。 

 
 
【留意種とした理由】 

和名 地域区分 留意種とした理由 

スジエビ 区部 淡水の止水域を代表する種で、東京都においては、自然の

生息環境が狭められているため 
北多摩 

南多摩 

西多摩 

本土部 

テナガエビ 区部 流れの緩やかな河川の深みに生息する淡水エビを代表す

る種で、食用あるいは釣りの対象とされる。河川の地勢や汚

染を反映する種であるため 
北多摩 

本土部 

ヌカエビ 区部 淡水の止水域を代表する種で、東京都においては、自然の

生息環境が狭められているため 北多摩 

南多摩 

西多摩 

本土部 

サワガニ 区部 清流にすむカニで、東京都で見られるのはほとんどが紫黒

色である。山地では森林の伐採と木材の放置、低地では丘

陵地における宅地化で生息適地が奪われているため 
北多摩 

南多摩 

西多摩 

本土部 

ヤマトオサガニ 区部 淡水の影響が強い軟泥地に穴居するカニで、個体数の増

減は生息環境の影響を受けやすいため。また本種は鳥類の

重要な餌でもある 本土部 

チゴガニ 区部 砂泥干潟に穴居する小型のカニで、干潮時の活動時間が

長く、陸上進出がかなり進んでいる。干潟の状態により個体

数の増減が著しいため 本土部 

コメツキガニ 区部 河口近くの砂泥干潟に穴居する小型のカニで、生息適地に

は群生する。干潟の状態により個体数の増減が著しいため 
本土部 

モクズガニ 区部 東京湾には特定外来種であるチュウゴクモクズガニが定着

している可能性があり、生態的に競合するため 北多摩 

南多摩 

本土部 
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和名 地域区分 留意種とした理由 

アカテガニ 区部 河口域から陸上へと進出しているカニであり、カニ類の陸上

への進出の生理的特性などを知るためにもその増減には留

意する必要があるため 本土部 

クロベンケイガニ 区部 主として河口のヨシ原に穴居するカニで、生息場所となるヨ

シ原の干潟が限定的であるため 本土部 

ベンケイガニ 区部 河口域から陸上へと進出しているカニである。生態的にはア

カテガニに近いが、東京湾では個体数が多くないため 本土部 

アシハラガニ 区部 ヨシ原に浅い巣穴を掘って生活するカニで、他の小型カニ

類などを捕食する。生息場所となるヨシ原の干潟が限定的

であるため 本土部 

 
 
  


